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年代にソビエ ト科学アカデ ミー が西ゴビのネメグ
ト盆地を,1960年代にはポーランド科学アカデミ
ーとモンゴルの共同隊が調査を行った｡今日まで





図 1 日本-モンゴル共同学術調査ルー ト図





写真 4 ツグリキンシレ (中央ゴビ)のプロトケラトブス
の下半身
プロトケラトブスの歯の化石が腰のあたりに散在
しており,この70ロトケラト7oスの埋没時にはす
でに上半身が失われていたと思われる｡肉食恐竜
に食べられていたのかもしれない｡
1993年7月28日,林原自然科学博物館とモンゴ
ル科学アカデ ミー 地質研究所のゴビ砂漠での共同
学術調査のために,私は最初の調査地,東ゴビの
フレンドッ7にむかった｡これから2ヵ月間の大
旅行である｡日本から持っていったパジェロ2台
写真5 ノゴンツ77の卵の巣化石 (西ゴビ)
硬の中から産出するo何の卵であるのかはまだ不
明｡
とロシアの軍用 トラック2台に人と荷物を満載し
ての移動であった｡モンゴルの日の暮れるのはお
そく,毎日9時すぎまでフィールドでの調査と化
石の発掘が続いた｡時々,草原のゲルに住む人た
ちが訪れたが,この人たちから買った羊を料理し,
臓物から脚,頭等々を食べるモンゴル料理は棄快
であった｡
照り返しの強い白い砂層の中から僅かに骨のか
けらが顔を覗かせている｡どんな恐竜が出てくる
のであろうかと掘る人も見ている人も心をときめ
かす｡丹念に掘り出していくうちに頭骨から尾骨
までの素晴らしい恐竜の骨が掘り出されてゆくり
時には砂漠に嵐が吹き荒れ キャンlTv)テントを
吹き飛ばしてしまう｡調査が終わりに近づいた9
月末はテントの破れから氷のつららが落ちてくる
ほど寒かった｡このようにして5千数百点にもの
ぼる恐竜の骨を掘 り出した1000キロにも及ぶ今回
の調査の旅は終わったのである｡
